
セルラーオートマトン（Cellular automaton）法 
1. コンウェイ（Conway）のライフゲーム 

 

2. ウルフラムによるリメーク 

 
 

 



 

3. 反応・拡散モデル 

・ 分化して着色し細胞（cell=1）未分化の無着色の細胞（cell=0） 

・ 分化細胞は未分化細胞の分化を促す活性化物質と、分化細胞を未分化細胞に引き戻す阻

害物質を生成する（未分化細胞は何もしない）。 

・ 二つの物質の中で、活性化物質の影響は強いが近くの細胞に限定される（拡散しにくい）。

阻害物質は弱いが遠くの細胞まで影響する。 

・ 細胞はまわりの分化細胞からこの二つの影響を受け、両者を差し引いたものが正味の効

果となる。 

 

 

1984 年、ヤングは CA モデルにより微分方程式を解いた場合と同じ紋様形成結果を得た。 

 



4. セルラーオートマトンの応用例 

4.1. 高速道路の車の流れ 

 

 
 



 

4.2. 森林火災 

 

 

 



 
4.3. 格子ガスオートマトン法（LGA 法） 
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